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わたしの研究

スポーツ・コンプライアンスが当たり前となった現在、体罰を

はじめとした暴力行為には厳しい目が向けられ、暴力のないス

ポーツ界の実現が強く求められています。

しかし、一昔前のスポーツ現場に目を向けると、過去に経験

した体罰について語る人に出会うことは珍しくありませんでした。

特に、いわゆる強豪校と呼ばれる運動部の出身者は、種目を

問わず、このような経験を語る傾向が強いように感じていまし

た（私の研究は量的調査ではないので、あくまでも日常の経験

則の範囲ですが）。しかも、ある種の武勇伝のように嬉々として

語り、それを楽しんでいる様子さえ見受けられました。

体罰を受けた経験のない私にとって、「つらいはずの経験を

なぜ、こんなにも楽しそうに語るんだろうか？」「なぜ殴られた

経験を肯定的に捉えているんだろう？」という素朴な疑問が生

まれました。その疑問を問いとして、気付けば15年。時の流れ

に驚きと若干の恐怖を感じています。

スポーツ人類学は、現場の当事者の声を大事にする学問で

す。世界中の民族や集団を対象としてきた人類学は自分たち

の常識が通じない他者を対象とし、多様な文化や認識を明ら

かにしてきました。私にとっては、体罰を肯定する彼らは自ら

の常識の及ばない「他者」と言っても過言ではない存在です。

しかし、だからこそ、一方的に否定するだけでは解決につなが

りません。実際の現場で何が起き、どのような認識のもとで体

罰が肯定されていくのか。今後も、現場の声に耳を傾けたいと

思います。体罰研究の枠を超えた展開を思案しつつ、ここで結

びといたします。

私事で恐縮ですが、先日、第1子が誕生しました。

タイミングが良いという表現が適切かどうかはわかりませんが、大学

の春休み期間中に産まれてくれたおかげで、2週間×2回、計4週間の

出生時育児休業を取得することができました。いわゆる「産後パパ育

休」という制度です。先輩方からは「良い時代になったね」と声をかけ

ていただきました。

この制度は2022年10月に施行されたもので、出生後8週間以内に最

大4週間（2回まで分割可能）の特別休業を取得できます。賃金の67％

が保障され、要件を満たせば社会保険料も免除されます。さらに2025

年4月の改正により、両親揃って14日以上取得する場合、育児休業給

付金と社会保険料免除などを合わせることで、実質的に手取りの10

割相当になる仕組みも導入されました。

この制度を利用したことで、生まれた瞬間からの1か月間、日々変わ

る表情や成長の様子を間近で見ることができ、何ものにも代えがたい、

かけがえのない時間を過ごすことができました。もともと子ども好きの

私にとっては、本当に幸せな1か月だったと感じています。

いらぬお節介かもしれませんが、今後出産を控えている方々には、

ぜひこの制度を活用し、同じように素晴らしい時間を過ごしていただき

たいと思います。
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2018年8月に日本体育・スポーツ・健康学会若手の会が

発足しました！→ メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ

ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。

taiikugakkaiwakate@gmail.com
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